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「学習する組織」と活動理論～現場研究によるアプローチ ／ 杉万俊夫（京都大学）・福井宏和（INSS）
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「学習する組織」と活動理論

杉万 俊夫（京都大学 人間・環境学研究科）

福井 宏和（原子力安全システム研究所）

～現場研究によるアプローチ
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活動理論の位置づけ

人間科学の２種類の理論

・意思決定（decision-making）のための理論

・腑におちる（sense-making）ための理論

活動理論（activity theory）

・・・意思決定のための理論の一つ

・現象に内在する人（内部者）のためのツール

・ある程度、単純でなければならない
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活動理論の眼目

一見、個人の「行動」に見えるものを、
集合体の「活動」の一部として把握

個人プレーに見えるものを、
チームプレーの一部として把握
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活動の構造

主 体 対 象 → 結 果

道 具

集 合 体ル ー ル 分 業

だれが（個人・小集団） 常々 ----- をしている
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実用的な簡易図

道 具

主 体 対 象 → 結 果

チーム

主体 －

A －

B －

C －

役割分担

ルール：
皆で肝に
命じておくこと
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活動と活動の関係①

他の活動の道具をつくる活動

例：科学「活動」は、他の活動で道具として使用される知識を生産する。
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活動と活動の関係②

他の活動の主体をつくる活動

例：教育「活動」は、他の活動の主体となりうる人材を生産する。
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活動と活動の関係③

他の活動のルールをつくる活動

例：行政「活動」や立法「活動」は、他の活動のルールを生産する。
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既存の活動を対象にして、新しい活動に変換する活動
（学習の活動：脱構築的創造活動）

学習活動

対象：従来の活動

対象 結果

結果：新しい活動

脱構築的創造
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学習活動の例①

【対象→結果】
従来の医療

→住民主体の医療

住民主体の医療

脱構築的創造

小野郷の活動

従来の医療

【道具】住民経営の診療所

【主体】
医療スタッフ

【対象→結果】
病気の住民
→健康な住民

【ルール】
住民主体の

ルール

【分業】
住民が診療所経営、
医療スタッフが医療行為

【集合体】
医療スタッフ

と住民
【道具】モデルとしての西陣

【主体】
２人の医師と

医療専門委員会

【ルール】
対等な関係の

ルール

【集合体】
医療スタッフ

と住民

【分業】
住民が診療所経営、
医療スタッフが
医療行為

【道具】医師が経営する診療所

【主体】
医療スタッフ

【対象→結果】
病気の住民
→健康な住民

【集合体】
医療スタッフ

と住民

【ルール】
医師は献身的な医療、

住民は医師に服従

【分業】
医療スタッフは医療の
与え手、住民は受け手
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学習活動の例② ｰ 1

【道具】防災啓発の
教材災害救援の経験

【主体】
レスキュー

ストックヤード

【対象→結果】
防災への無関心

→関心

【ルール】
NPOを認知する

ルール

【分業】
行政・NPO・
一般市民
の分業

【集合体】
地域社会の住民

【道具】ボランティアセンター

【主体】
被災地外部からの

救援ボランティア

【対象→結果】
被災者→復旧・復興

【集合体】
被災地コミュニティ

【ルール】
救援ボランティア

の認知

【分業】
行政・NPO・
一般市民
の分業

平常時のレスキューストックヤードの防災活動

災害時のレスキューストックヤードの救援活動
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学習活動の例② ｰ 2

従来の防災・災害救援

【道具】関連法規・防災計画

【主体】
行政

【対象→結果】
管轄地域→

防災力の強化

【集合体】
行政と住民

【ルール】
行政責任の

ルール

【分業】
防災は行政の仕事。
住民は手を貸さない。

市民参加の防災･災害救援

【道具】災害NPOの経験

【主体】
行政と

市民

【集合体】
行政・災害NPO

一般市民

【分業】
行政・災害NPO、
一般市民の柔軟な分業

【対象→結果】
自分たちの地域→

安全・安心なまちに

【ルール】
行政と

対等な立場で

脱
構
築
的
創
造
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「学習する組織」とは

学習活動（脱構築的創造活動）が

ビルトインされている組織。

・・・・では、現象内在的な視点に立って

学習活動を考えてみよう。
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続・「学習する組織」とは

これは新しい活動が
はっきり見えるような
時点に達した後に
描ける事後的な図

最初はこれ
（現在の活動）しかない

対象

結果
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「小さな気づき」と「小さな試み」

作業者の小さな気づき

最初のハードル
「気づき」で終わるか否か、
気づいただけだと、すぐ忘れてしまう。
そうさせてしまう職場の力が
存在してはいないか？

次のハードル
「小さな気づき」を「小さな試み」に
つなげる事が出来るか、
そうさせない職場の力が
存在してないか？

作業者
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少しだけ
違った道具

作業者 対象→結果

少しだけ
違った
分業

少しだけ
違った
ルール

少しだけ
違った
チーム

従来の道具

作業者 対象→結果

従来の
分業

従来の
ルール

従来のチーム

本プロジェクトの課題

これを
阻害しない

活動

これを
促進する

活動
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「小さな試み」が相当程度行われている職場

対象

結果
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この上向きのシフトに何が必要か（１）

一つ一つのシフトは、一点突破的。
既存の活動に「矛盾」を起こす。



２００６年１２月５日平成１８年１２月５日（火） 公開ワークショップ 原子力組織の安全文化醸成への道～「学習する組織」のあり方を問う 於：キャンパスプラザ京都

「学習する組織」と活動理論～現場研究によるアプローチ ／ 杉万俊夫（京都大学）・福井宏和（INSS）
37

活動の構造

主 体 対 象 → 結 果

道 具

集 合 体ル ー ル 分 業

だれが（個人・小集団） 常々 ----- をしている
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この上向きのシフトに何が必要か（２）

夢（ビジョン）を「語る」。

夢「見る」ことと夢を「語る」こと

ともすれば、夢見ることも忘れがちだが。

夢を語れるか---語る相手が「チーム」に。

夢とぼやき（語れない夢）の違い。

夢の妥当性に絶対的基準はない。

語った結果によってわかる。

・それで、どうするつもりなの？

・うん、やってみようか。

・それが夢？


